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広 報

世帯数 2,082戸
人 口 6,938人

男 3,338人
女 3,600人

出 生 男 3 女 0 計 3
死 亡 男 4 女 1 計 5

転 入 男 3 女11 計14
転 出 男 5 女 4 計 9

（平成13年２月28日現在）

町 民 の 動 き

健脚競う

第21回 勝浦川マラソン大会開催

過去最高の

753名のランナーが参加

２００１

４
第３７０号



２

平成12年度，勝浦中学校を卒業する生徒

の中で、小学校・中学校とすべて皆勤であっ

た押栗佑香さんに勝浦町教育委員会から、

表彰状と記念品が贈られました。

毎日、コツコツと積み上げた日数が９年

間。本当に努力のたまものだと思います。

これからもがんばってください。

平成12年度、朝桐奨学賞に 祐樹さんと岡本

奈緒さんが選ばれました。

この賞は、名誉町民・故朝桐猪平先生の尊いご

遺志を永久に残すため、ご遺族から寄付された資

金で設けられたもので、毎年勝浦中学校を卒業す

る生徒の中で、学業等に優れ心身ともに健全な方

に贈られています。

募
集
期
間

平
成
十
三
年
四
月
二
日
～
二
十
日

採
用
予
定
人
員

高
校
生

一
人
程
度

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

一
人
程
度

大
学
生

三
人
程
度

奨
学
貸
付
金
等
の
額

高
校
生

月
額
二
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
生

月
額
三
万
円
以
内

大
学
生

月
額
三
万
円
以
内

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校
入
学
準
備
金

大
学
入
学
準
備
金

入
学
時
に
四
十
万
円
以
内

応
募
の
た
め
に
必
要
な
書
類

①
奨
学
金
貸
付
願
書

②
出
身
学
校
長
の
推
薦
書

③
家
族
全
員
の
所
得
証
明
書

④
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
の
子

弟
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書

（
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
等
）

⑤
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
許
可

書
の
写
し

※
そ
の
他
所
得
等
に
よ
る
規
定
も
あ
り
ま

す
の
で
、
書
類
の
様
式
等
応
募
方
法
に

つ
い
て
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務

局
（

二
―
二
五
一
五
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

勝
浦
町
育
英
奨
学
金

貸
付
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
度

小
・
中
学
生
の
児
童
・
生
徒
が
い

る
家
庭
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
、
医

療
費
、
給
食
費
、
学
用
品
費
等
の
助
成

が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

受
給
資
格

前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
と
な
っ
た
。

②
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
か
非

課
税
と
な
っ
て
い
る
。

③
国
民
年
金
の
掛
金
ま
た
は
国
民

健
康
保
険
税
の
減
免
を
受
け
た
。

④
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。

⑤
職
業
安
定
法
に
基
づ
き
、
日
雇

労
働
者
を
希
望
し
、
求
職
申
し

込
み
を
し
て
い
る
。

⑥
世
帯
全
体
の
収
入
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
。

申
請
書
提
出
期
間

平
成
十
三
年
四
月
二
日
～
二
十
日

※
な
お
、
申
請
書
の
様
式
等
詳
細
に
つ
い

て
は
、
勝
浦
町
教
育
委
員
会
事
務
局

（

二
―
二
五
一
五
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

就
学
援
助
制
度

９ 年皆勤賞か

押 栗 佑 香 さん 祐樹さん 岡本奈緒さん

ご
存

知
ですか？

平
成
十
三
年
度

平成12年度

朝桐奨学賞



３

今
年
で
十
三
回
目
を
迎
え
た
「
ビ
ッ

グ
ひ
な
祭
り
」。
メ
イ
ン
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

ひ
な
壇
を
中
心
に
一
万
五
千
体
の
ひ
な

人
形
が
飾
ら
れ
、
二
月
二
十
五
日
か
ら

三
月
十
一
日
の
二
週
間
で
全
国
各
地
か

ら
約
四
万
人
の
見
学
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
千
葉
県
勝
浦
市
で
も
「
ビ
ッ

グ
ひ
な
祭
り
」
が
同
時
開
催
さ
れ
、
約

七
千
体
の
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

もちつきも行われました

家族と記念撮影

私もひな募金をしました

かわいいお内裏さまとおひなさま

ビッグひな祭り第13回

千葉県勝浦市で

開催された

ビッグひな祭り



４

第
二
十
一
回
勝
浦
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、

三
月
十
一
日

、
星
谷
運
動
公
園
を
中
心

と
し
た
周
回
コ
ー
ス
で
、
町
内
は
も
と
よ

り
、
県
内
外
、
全
国
か
ら
七
百
五
十
三
名

の
ラ
ン
ナ
ー
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

前
夜
に
降
っ
た
雨
の
影
響
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
強
い
風
が
吹
き
、
気
温
も
下
が

り
、
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
は
厳
し
い
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
追
い
風
が
、

と
き
に
は
向
か
い
風
と
な
り
、
各
ラ
ン
ナ
ー

は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
み
ん
な

力
走
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
当
日
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
者
の
方
々
と
沿
道
で
ご
声
援
い
た

だ
い
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
町
出
身
者
含
む
）

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
（
女
子
）

一
位

山
平
里
美

（
三
時
間
一
〇
分
四
六
秒
）

十
キ
ロ
の
部
（
三
十
九
歳
以
下
男
子
）

五
位

瀧

信
一
郎
（
三
五
分
一
五
秒
）

六
位

谷

寛
樹
（
三
六
分
五
〇
秒
）

十
キ
ロ
の
部
（
四
十
歳
以
上
男
子
）

三
位

押
栗
義
衛
（
三
八
分
〇
八
秒
）

十
キ
ロ
の
部
（
女
子
）

一
位

鵜
飼
淳
子
（
三
九
分
三
六
秒
）

五
位

岡
本
陽
子
（
四
九
分
五
一
秒
）

五
キ
ロ
の
部
（
四
十
歳
以
上
男
子
）

四
位

藤
木
重
信
（
二
〇
分
〇
八
秒
）

三
キ
ロ
の
部
（
中
学
生
以
上
男
子
）

四
位

古
田
祐
樹
（
一
〇
分
〇
三
秒
）

本
町
関
係
六
位
ま
で
の
成
績

勝
浦
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第21回

選手宣誓をする古田祐樹くん

緑のボランティア活動について

戦前の川や谷はきれいな水が流れ、小さい谷でも蟹や小魚

が泳いで子どもの遊び場であった。

川原は美しい玉石で、流れに足を踏み入れても濁ることも

ない流れでした。戦後の建築ブームで乱伐され、また度重な

る台風で山崩れ、表土の流出著しく、美しかった川原も草原

と化し、雨が降れば一度に大量の水が流れ、大きな災害を引

き起こし、晴天が続けば美しい谷は水たまりもなくなり農作

物に大きな被害が、また都市の飲料水や企業の水使用にも大

きな制限を受ける状態。このような悪循環を繰り返しており、

国や県においても治山治水の観点、また環境の面からも捨て

ておけず、森林組合等を通じて植林や下刈、間伐、林道の整

備等を進めて森林資源の永続的確保を図ってはおります。し

かし後継者の問題等で農林業に、見切りをつけて、多くの若

者は都会へ流れ、都市は過密、農山村は過疎化が進む一方で

す。この荒廃していく農山村を保全して都市と農山村の格差

を是正し、農山村の若者が誇りを持って農林業に就けるため

にも、休暇が年間140日もある俸給者に10日位は、福祉や緑

化推進や環境保全等について協力して頂いてはどうでしょう

か。本来ボランティアは自発的で継続的に、そして無報酬で

するのが本当だとは思います。できる人ができる事を、でき

る所でするのが基本とは思いますが、このような悠長な事で

国土の保全や環境改善は進むのでしょうか。このような現状

では住みよい日本を子孫に残すことが、できるのでしょうか。

21世紀はすべての動植物の共生の時代で「命と水の世紀」と

言えるのではないでしょうか。現代に生きる我々が国土保全

の重要性を再確認して活動することが、資源の少ない日本に

おいて唯一水資源や環境改善につながると信じ、最善の努力

はおしみませんが、環境改善、国土保全、水資源の確保とい

う国家的大事業についてはもちろん、国民各界各層のご理解

とご協力を頂いて、初めて目的が達成されるものと思います。

研修を通じてより合理的な知識を持って、生態系等について

も考えて行きたいと思います。

私の所属する植林協会「社団法人とくしま森と緑の会」のお薦を頂き、また林野庁広外郭団

体であります「国土緑化機構」さんよりのお招きを頂き、晩秋の北の大地に葉を落とした、白

樺の白い林、カラ松の色鮮やかな紅葉と、点在する緑こき蝦夷松の見事なコントラストの美し

いこと。幻想的にさえ感じられる自然いっぱいのなかに建つ国立日高少年自然の家に全国より

お招き頂きました、22名の方々と４泊５日の研修を受ける機会を頂きました事にお礼を申し

ますと共にその責任の重さを痛感しております。参加にあたり「緑のボランティアについて」

私の考えをまとめて提出しましたものを紙上掲載させて頂き、町民皆様方のより厳しいご批

判が頂ければ幸いです。なお研修の内容については紙面の都合上、省略させてもらいます。

緑のリーダー研修の参加にあたり

大 井 儀

（日）
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平成13年4月1日から助成の対象を６歳未満児

(入院のみ) まで拡大します。平成13年4月1日以

降の入院が助成の対象になります。

助成が受けられるのは、６歳の誕生月の末日

（1日に生まれた幼児は、６歳の誕生月の前の月の

末日）です。

１．拡大助成内容

６歳未満 (３・４・５歳) まで入院医療費と

食事代の自己負担額

(平成13年４月１日以降の入院が該当します。)

２．申請の方法

受給者証は発行しませんので、退院後に乳幼

児医療療養費請求書（町役場福祉課にありま

す。）に入院医療費・食事代の自己負担分の

領収書を添付して申請してください。

３．申 請 場 所

勝浦町役場福祉課 ２－1502

４．申請時必要書類など

○乳幼児医療療養費請求書 (福祉課にあります。)
○領 収 書

○保 険 証 (幼児が加入しているもの)

○印 鑑
○振込先の銀行名・口座番号

○平成13年１月２日以降に転入の方は前住所

地での前年中の所得証明書

(１月～６月30日迄の申請書の方は前々年

の所得)

乳幼児医療費の助成対象とならない方

○各医療保険に加入していない方
○生活保護法による保護を受けている方

（養育・療育医療・小児特定疾患など）

○所得が下記に定める額以上に有る方

（前年中の所得）

（１月～６月30日迄の申請の方は前々年の

所得）

※３歳未満児については従来どおりです。

乳幼児医療費助成を６歳未満児 まで拡大入院医療費
食事代のみ（ ）

扶養親族等の数 金 額

１ 人 の場 合 6，536，000円

２人以上の場合
6，536，000円に１を超える扶養
親族等の数に213，000円を乗
じて得た額を加算した額

ゴ

ミから紙を作る
ケ
ナ
フ
は
ア
オ
イ
科
フ
ヨ
ウ
属
の
一
年
草
で
、
も
と

も
と
繊
維
作
物
と
し
て
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
で
栽
培
さ

れ
て
き
て
い
ま
し
た
。

ケ
ナ
フ
は
現
在
、
木
材
に
代
替
し
う
る
非
木
材
紙
の

原
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ケ
ナ
フ
は
栽

培
範
囲
が
広
く
水
質
の
浄
化
の
点
で
も
注
目
さ
れ
て
お

り
成
長
が
と
て
も
早
い
こ
と
か
ら

光
合
成
能
力
に
優
れ
二
酸
化
炭
素

の
吸
収
量
が
多
い
点
で
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
ゴ
ミ

も
資
源
に
変
わ
り
ま
す
。
あ
な
た

が
何
気
な
く
捨
て
て
い
る
ゴ
ミ
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

三
月
十
八
日

、
農
村
婦
人
の
家
で
高
知
ケ

ナ
フ
普
及
会
代
表
の
宮
地
亀
好
さ
ん
を
招
き
ケ

ナ
フ
や
チ
ラ
シ
を
使
っ
て
、
紙
す
き
の
講
習
会

が
あ
り
ま
し
た
。 （日）



総 務 課 ２－２５１１

議会事務局 ２－２５１３

住 民 課 ２－１５０１

福 祉 課 ２－１５０２

税 務 課 ２－１５０３

同和対策課 ２－１５０４

産業振興課 ２－１５０５

建 設 課 ２－１５０６

教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）

イグアノドン

い
ざ
と
言
う
時
困
ら
な
い
。
健
康
は
正
し

い
食
生
活
か
ら

貴
男
も
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

参
加
資
格

町
内
在
住
の
男
性

（
年
齢
は
問
わ
ず
）

開

催

日

四
・
六
・
八
・
十
・
十
二
・
二

月
の
第
三
土
曜
日

場

所

福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室

募
集
人
数

十
五
名

会

費

三
千
円
（
六
回
分
）

申
込
み
場
所

勝
浦
町
役
場
福
祉
課
（

二
―

一
五
〇
二
）
ま
た
は
岡
慶
次
郎

（

二
―
二
三
二
〇
）
ま
で

主

催

か
つ
う
ら
男
の
料
理

心
と
身
体
を
き
た
え
る
た
め
に

剣
道
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

小
学
一
年
生
か
ら
大
人
ま
で
、
男
女
問
わ

ず
大
歓
迎
で
す
。

勤
労
者
体
育
館
で
、
毎
週
水
、
土
曜
日
の

十
九
時
か
ら
二
十
一
時
ま
で
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
気
楽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

大
久
保

喜

正

二
―
二
一
四
四

こ
の
補
助
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公
共

用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
地
域

横
瀬
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設

の
処
理
区
域
を
除
く
全
町
域
。

対
象
者

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

者
で
、
建
築
基
準
法
又
は
浄
化
槽
法
の
規
定

に
基
づ
く
確
認
、
届
出
の
手
続
き
を
行
う
者
。

補
助
金
額

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
課
ま
で

二
―
一
五
〇
一

※
補
助
金
の
枠
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
先

着
順
で
締
め
切
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

６

男
の
料
理
教
室
と
試
食
会
！！

募

集

し

ま

す

会
員
募
集
！！

勝
浦
少
年
剣
道
教
室

部
員
募
集

区 分 受付期間 試験期日 受験資格等

陸上自衛隊 一般幹部候補生

４月９日～
５月11日

５月26日～
５月27日

〇 22歳以上26歳未満
〇 技術幹部候補生は理
工学専攻の大卒（卒
見込含む）

〇飛行幹部候補生は海・
空自衛隊のパイロッ
ト要員

海上自衛隊

一般幹部候補生

飛行幹部候補生
技術幹部候補生

航空自衛隊
一般幹部候補生

飛行幹部候補生

俸 給 等：幹部候補生期間(1年)218，400円、１年後幹部昇任時247，500円(平13年４月１日現在)
定期昇給：年１回、賞与：年３回（4．75ヵ月）
お問い合わせ先 勝浦町役場 住民課 ２－1501

阿南募集事務所：阿南市富岡町内町164 (内町会館１Ｆ) 0884－22－6981

自衛官 募集 陸・海・空自衛隊幹部候補生募集

人槽区分 補助金額（千円）

５人 354

６～７人 411

８～10人 519

11～20人 981

21～30人 1，668

31～50人 2，238

ご

利

用

く

だ

さ

い

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
補
助
金
の
ご
案
内

平成13年度（１）（２）（３）（４）



７

Information

科 名 時間曜日 月 火 水 木 金

内 科
午 前 平賀院長 多田津医師 平賀院長 平賀院長 多田津医師

午 後 多田津医師 堀江医師 阿達医師 多田津医師 阿達医師

外 科
午 前

小西副院長 小西副院長 小西副院長
午 後 小西副院長 小西副院長

整形外科 午 前 徳大医師 徳大医師第１．
３．５．週のみ

小 児 科
午 前

徳大医師 戸井医師
午 後

医 師 診 察 当 番 表

○ 外来受付時間
内科、外科は午前が11時30分まで、午後は４時30分まで。

整形外科は午前11時まで。

小児科は午前が12時まで、午後は月曜日が３時まで、金曜日は４時まで。

リハビリは午前11時まで、午後は４時まで。

○ 内科外来については、“予約診療”もしております。

※整形外科 第２週と第４週の木曜日については、都合により、外科診察となります。

病
院
だ
よ
り

勝浦病院内科医師

多田津 昌 也

勝
浦
病
院
医
師
紹
介

四
月
一
日
か
ら
内
科
・
久
次

米
佐
映
医
師
に
か
わ
り
、
新
し

く
多
田
津
昌
也
医
師
が
赴
任
さ

れ
ま
す
。

区 分 発生件数１日平均 死者数 傷者数

平成12年 ４月６日～４月15日 10日間 155 15.5 １ 192

平成11年 ５月11日～５月20日 10日間 179 17.9 ２ 212

平成10年 ４月６日～４月15日 10日間 151 15.1 ３ 183

平成９年 ４月６日～４月15日 10日間 157 15.7 １ 184

平成８年 ４月６日～４月15日 10日間 139 13.9 ３ 163

春の全国交通安全運動期間における交通事故発生状況の推移

詳しくは折込みをご覧ください。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

実
施
期
間

四
月
六
日

～
四
月
十
五
日

ス
ロ
ー
ガ
ン

交
通
安
全

地
域･

家
庭

私
か
ら

（
し
っ
か
り
止
ま
っ
て

は
っ
き
り
確
認
）

運
動
の
重
点

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

②
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
の
徹
底

③
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

国民年金保険料は、前年度に引き続き、平成13年度

も13,300円で据え置かれました。

ご存知ですか？ 前納制度
国民年金保険料は、まとめて前納するとお得です。

平成13年度の国民年金保険料を

毎月納めた場合

13,300×12＝159,600円

１年分まとめて４月に納めた場合

13,300×12＝159,600円が156,770円 （2,830円割引額）

６か月前納の場合

13,300×６＝79,800円が79,150円 （650円割引額）

となります。また一度に納めておくので、毎月納めに

行く手間が省け、納め忘れもありません。

※前納は４月27日までに

国民年金保険料は１ヵ月１３，３００円

国民年金だより春は異動の季節です
４月は、卒業・就職・退職など、人生のサイクルが

変わることの多い時期です。その時の届出を忘れてい

ると、将来年金を受けられなくなることもあります。

大切な年金です。忘れずに届出しましょう。

国民年金係 ２―1501

届出が必要な時（例） 届 書

学生だった人が就職した時 第１号
→第２号

種別変更届

本人が会社を辞めて自営業
になった時

第２号
→第１号

〃

配偶者が会社を辞めて自営
業になった時

第３号
→第１号

〃

配偶者が就職し、その扶養
家族になった時

第１号
→第３号

〃

第３号被保険者自身が就職
した時

第３号
→第２号

〃

結婚して会社に勤める配偶
者の扶養家族になった時

第１号→第３号
第２号→第３号

〃

住所が変わった時 住所変更届

（金）

（日）



中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と
は
、
平

成
十
二
年
度
ス
タ
ー
ト
の
我
が
国
初
の
制
度

で
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
あ
る
一
定
の
勾

配
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人
々
が
五

年
間
集
落
協
定
に
従
っ
て
農
地
を
守
っ
て
い

く
と
い
う
約
束
の
も
と
に
交
付
さ
れ
る
も
の

で
、
交
付
金
の
お
お
む
ね
二
分
の
一
が
集
落

の
共
同
取
り
組
み
に
、
残
り
の
二
分
の
一
が

耕
作
者
に
交
付
さ
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

集
落
協
定
に
は
、
次
の
よ
う
な
農
業
生
産

活
動
や
多
面
的
機
能
を
増
進
す
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

※
こ
れ
は
一
例
で
す
の
で
、
各
集
落
に
お
い
て
い
ろ
い

ろ
な
取
り
組
み
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
町
内
に
お
い
て
は
、
二
十

六
集
落
八
百
二
十
五
戸
の
参
加
協
力
に
よ
り
、

面
積
約
四
百
六
十
七
ha
、
交
付
金
額
約
五
千

二
百
万
円
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
か

ら
、
本
制
度
に
加
入
希
望
者
は
、
平
成
十
三

年
五
月
末
日
ま
で
に
、
各
地
区
の
集
落
協
定

代
表
者
を
通
じ
て
産
業
振
興
課
ま
で
申
し
込

み
、
集
落
協
定
に
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。
集
落
代
表
者
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
て
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴

え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
。

こ
ん
な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、

検
察
審
査
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
し
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

検
察
審
査
会
と
は

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権
を

有
す
る
一
般
国
民
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
十
一
人
の
検
察
審
査
員
が
、

い
わ
ば
国
民
を
代
表
し
て
、
検
察

官
が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ

た
こ
と

(

こ
れ
を

｢

不
起
訴
処
分｣

と
言
い
ま
す
。)

の
よ
し
あ
し
を

審
査
す
る
の
を
主
な
仕
事
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
刑
事
手
続
き
の

中
に
国
民
の
一
般
的
な
良
識
を
反

映
さ
せ
、
よ
り
よ
い
刑
事
司
法
を

実
現
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い

る
も
の
で
す
。
審
査
の
申
立
て
に

は
費
用
は
一
切
掛
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
申
立
人
の
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
検
察
審
査
会
の
窓
口

で
は
、
申
立
て
に
つ
い
て
の
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。

８

新
規
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
度

自
然
生
態
系

の
保
全
に
資

す
る
取
り
組

み 保
健
休
養
機

能
を
高
め
る

取
り
組
み

国
土
保
全
機

能
を
高
め
る

取
り
組
み

水
田
に
冬
の
間
水
を
張
っ
た
り
、

耕
作
放
棄
地
に
水
を
張
っ
て
鳥

類
の
え
さ
場
の
確
保
。
堆
き
ゅ

う
肥
の
施
用
、
ア
イ
ガ
モ
・
鯉

の
利
用
、
緑
肥
作
物
の
作
付
け

な
ど
の
減
農
薬
の
取
り
組
み

景
観
作
物
の
作
付
け
、
市
民
農

園
・
体
験
農
園
の
設
置
、
棚
田

オ
ー
ナ
ー
制
度
の
実
施

農
地
と
一
体
と
な
っ
た
道
路
や

周
辺
林
地
の
草
刈
な
ど
の
管
理

耕
作
放
棄
の
防
止
、法
面
保
護
・

改
修
、
鳥
獣
害
の
防
止

集落名 代 表 者 集落名 代 表 者
１ 石 原 松 下 一 一 14 中山第１ 谷 口 治 行
２ 沼 江 大 井 明 弘 15 中山第２ 栗 城 武 夫
３ 掛 谷 湯 浅 忠 男 16 中山第３ 堀 毅 男
４ 山 西 真 木 右 八 17 横瀬立川 稼 勢 和 夫
５ 中 角 東 三 崎 厚 克 18 横瀬前川 中 村 悟
６ 中 角 西 古 井 伸 明 19 横瀬寺谷 清 水 孝 志
７ 生 名 福 本 博 之 20 与川内下分 勢 田 敏 弘
８ 今 山 山 村 英 男 21 与川内中央 高 橋 嗣 男
９ 黒 岩 西 野 豊 22 与川内宮平 押 栗 常 吉
10 星 谷 森 内 智 23 坂 本 下 内 谷 信 喜
11 久 国 敏 鎌 謙 次 24 坂本３部 新 居 清 治
12 棚野石倉谷 幸 山 茂 25 坂本松尾 宮 田 新 二
13 棚野大谷 大 谷 昇 26 坂本黄檗 宮 本 仁 志

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会

こ
ん
な
と
き
に
は

ご
相
談
を
！！

詳
し
い
こ
と
は

徳
島
検
察
審
査
会
事
務
局
（
徳
島
地
方
裁
判
所
内
）

〇
八
八
―
六
八
五
―
七
七
六
一
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

検
察
審
査
会
の
し
く
み
の
役
割

①

事
件
の
発
生

②

警
察
の
調
べ

③

検

察

庁

④

不

起

訴

⑤

申

立

て

⑥

審

査

⑦

議

決

⑤

判

決

あの男の
言っている
ことはウソ
よ! 調べ
直して

なるほど不起訴は

納得できない。
調べ直して
ください。

不起訴に

しました。
納
得
で
き
ま
せ
ん
！

ウソの弁明
彼女がいきなり
飛び出してきた
んです。



９

Information

お 知 ら せ

納税貯蓄組合解散に
あたってごあいさつ

勝浦町納税貯蓄組合連合会

会 長 新 居 晋

政治・社会情勢などの変遷によ

りまして勝浦町納税貯蓄組合を平

成12年度をもって解散することに

なりました。

納税貯蓄組合法は、昭和26年に

議員立法として制定され終戦後の

経済復興に寄与をして参りました。

本町においては、昭和31年より各

地区に組織化され、歴代の組合長

さんはじめ組合員の皆様に支えら

れ順調な運営がされてきました。

納期内完納の各組合に完納報償

金が交付され、組合がそれぞれに

地区の親睦を通じた納税意識の向

上や公益のために有効に使途し、

納税に関する連帯感が生まれ税務

行政に多大な貢献をしてまいりま

した。

私も30年間にわたり、勝浦町納

税貯蓄組合連合会長として徳島税

務署管内納税貯蓄組合連合会、徳

島県納税貯蓄組合連合会の役員に

も就き運営にかかわってきただけ

に残念なことでもあります。

報償金は、納税貯蓄組合法に基

づいて行われてきましたが、「事務

費を補うもの」と規定されており、

違法な支出であると判例されてき

た経緯があります。全国納税貯蓄

組合も、納税貯蓄法の一部改正を

強く要請してきました。しかし、

具体化のないまま今日に至りまし

た。

地区納税貯蓄組合の解散によっ

て、地域の納税への意識や連帯感

が薄れていくのではないかと気に

なる思いがします。

納税貯蓄組合がなくなっても今

まで同様に振替納税の推進等と完

納下さる事のお願いと在任中のご

協力に感謝とお礼を申し上げます。

老 人 保 健
ここが変わりました

70歳以上（寝たきりの方は65歳以上）の方が加入する老人保健が変わりました。
医療機関の窓口で支払う一部負担はこれまで１日あたりの定額負担でしたが、こ
の度、定率負担制をとっている若年者とのバランスを考慮するとともに、コスト
意識を喚起するといった観点から、高齢者の一部負担について、平成13年１月か
ら原則としてかかった医療費の１割をご負担いただくことになります。

現在加入している医療保険（保険証）
が変わった場合、役場福祉課（ ２－
1502）へ届出してください。

改 正 後改 正 前

医療費の１割
ただし、同一の医療機関での負担額が１ヵ月に

に達したときは、その後は自己負担はありません。
○定額制の診療所 での負担額は1日に月800円となり、
１か月に５日以上通院した場合は、その月の５日目以
降の通院は自己負担はありません。

一部負担金を定額で徴収することを都道府県知事に届けた診療所

医療機関で院外処
方せんを交付され
なかった方は、

医療機関で3,000円
（大病院（ベッド数が200床以上ある

病院）で受診された方は5,000円）

医療機関で院外
処方せんを交付
された方は、

医療機関で1,500円、薬局で1,500円
（大病院（ベッド数が200床以上ある病院）
で受診された方はそれぞれ2,500円）

一部負担金
１日530円

（月４回まで）

外

来

の

と

き

医療費の１割
ただし、同一の医療機関での負担額が１か月37,200円

に達したときは、その後は自己負担はありません。
また、次の①及び②の場合には、負担額が１ヵ月にそれ

以下の額に達したときは、その後は自己負担はありません。
①市町村民税非課税の世帯に属する方等…24,600円
②市町村民税非課税の世帯に属する方等で、
老齢福祉年金を受給している方…………15,000円

○特定疾病の認定を受けている方の医療機関の窓口での
ご負担は、これまでと変わりません。

一部負担金
１日1,200円
①市町村民税非
課税の所帯に
属する方等…
１ヵ月35,400
円まで

②①で老齢福祉
年金を受給し
ている方…１
日500円

入

院

の

と

き １日780円
※①市町村民税非課税の世帯に属する方等、②市町村民
税非課税の世帯に属する方等で老齢福祉年金を受給し
ている方の負担額は、従来どおり、それぞれ１日につ
き、650円（91日目以降500円）、300円です。

老人保健の訪問看護に要する費用の１割
ただし、同一の訪問看護ステーションでの基本利用料

が１ヵ月の3,000円に達したときは、その後は基本利用
料の負担はありません。
○定額制の訪問看護ステーション の場合の基本利用料
は１日につき600円となり、１ヵ月に６日以上訪問看
護を受けた場合は、その月の６日以降の訪問看護につ
いては基本利用料の負担はありません。
訪問看護に要する費用を定額で徴収することを都道府県知事に
届け出た訪問看護ステーション

１ヵ月に30,000円以上の一部負担金を支払った老人が、同一世帯に複数い
るときなどは、合算して37,200円を超える額が申請により払い戻されます。
＊市町村民税非課税世帯に属する方等の場合は、21,000円以上の一部
負担金を合算して24,600円を超える額が申請により払い戻されます。

食事負担
１日760円

※市町村民税非
課税の世帯に
属する方等…
650円

基本利用料
１日250円

訪
問
を
受
け
た
と
き

老
人
高
額
医
療

費
支
給
制
度

（
新
規
に
創
設
）

○ なお、高齢者の薬剤一部負担は廃止されました。



10
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平
成
十
三
年
度
の
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の

場
所
で
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○

登
録
料

三
千
円

（
平
成
七
年
度
以
降
に
登
録
さ
れ
た
方
は
不
要
で
す
）

○

注
射
料

三
千
円

○

お
問
い
合
わ
せ
は

勝
浦
町
役
場
住
民
課
（

二
―
一
五
〇
一
）

狂
犬
病
に
つ
い
て

狂
犬
病
は
、
現
在
日
本
で
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
外
国
で
は
発
生
例
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

外
国
か
ら
の
輸
入
動
物
が
多
い
現
在
、
狂
犬
病
も

感
染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

犬
の
生
涯
に
一
回
の
登
録

犬
を
飼
い
始
め
た
と
き
や
、
ま
だ
登
録
を
受
け

て
い
な
い
場
合
は
、
登
録
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

一
度
登
録
す
る
と
そ
の
犬
の
生
涯
に
有
効
で
す
。

死
亡
届
と
変
更
届

ま
た
、
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
犬
の
所
在
地
が

変
わ
っ
た
と
き
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
最

寄
り
の
市
町
村
長
を
経
由
し
て
知
事
に
変
更
届
を

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
違
反
し
た
場
合
は
、
未
登
録
、
未
注
射
と
同
様

に
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。）

毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
一
回
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
犬
の
体
調
が
悪
い
と
き
、
治
療
中
の
病
気
が
あ

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
獣
医
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。）

お
願
い

平
成
七
年
度
以
降
に
犬
の
登
録
を

さ
れ
た
方
は
、
注
射
案
内
通
知
の

ハ
ガ
キ
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
飼
い
主
の
義
務
で

す
。
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
接
種
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【
お
願
い
】

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が

増
え
て
い
ま
す
。
放
し
飼
い
や
捨
て
犬

は
社
会
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
責
任
を

持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

四
月
十
一
日

四
月
二
十
五
日

月日 場 所 時 間

４

月

11

日

坂 本 黄 檗 橋 午前９:10～９:30

坂 本 郵 便 局 前 ９:40～10:05

坂 本 大 師 前 停 留 所 10:15～10:25

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前 10:35～10:55

与 川 内 消 防 詰 所 前 11:05～11:25

旧ＪＡ与川内出張所前 11:35～11:55

勤労福祉センター前 午後１:00～１:20

徳バス横瀬営業所前 １:30～１:50

横 瀬 集 会 所 前 ２:00～２:20

Ｊ Ａ 勝 浦 支 所 前 ２:30～３:00

４

月

12

日

星谷運動公園公衆便所 午前９:05～９:35

森 内 恵 一 宅 横 ９:45～10:05

勝 浦 会 館 10:15～10:25

大 森 良 樹 宅 南 10:35～10:55

今 山 神 社 前 11:05～11:20

勝 浦 町 役 場 前 11:35～11:55

中 山 権 現 橋 午後１:00～１:20

中 山 消 防 詰 所 前 １:30～２:00

横 瀬 駐 在 所 前 ２:10～２:45

旧ＮＴＴ勝浦支店前 ２:50～３:00

４

月

13

日

石 田 亨 宅 横 午前９:00～９:15

中 田 商 会 付 近 ９:25～９:40

古 山 商 店 横 ９:50～10:05

田 中 屋 食 堂 南 10:15～10:40

Ｊ Ａ 生 比 奈 支 所 前 10:50～11:20

農 村 婦 人 の 家 11:30～11:55

福 山 隆 宅 横 午後１:00～１:10

地 福 寺 入 口 １:20～１:35

生 名 東 林 庵 １:45～２:15

生 名 セ ン タ ー 前 ２:25～２:55

※一部場所に変更があるのでご注意ください。

平成13年度 狂犬病予防注射日程表

飼
い
犬
は
生
涯
に
一
回
の
登
録
と

毎
年
一
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

（水）
（水）

（水）

（木）

（金）
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クリーン情報リサイクルで豊かな未来

４月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
火
曜
日

（３日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
二
火
曜
日

（10日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
三
火
曜
日

（17日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

四

火

曜

日

（24日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃
〃

〃

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 出 張 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前
久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

４月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
一
月
曜
日

（２日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
二
月
曜
日

（９日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
三
月
曜
日

（16日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

四
月

曜

日

（23日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

前 川 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 出 張 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

〇

指
定
さ
れ
た
日
に
、
色
を
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。無

色
の
び
ん

⇒

水
色
の
コ
ン
テ
ナ

茶
色
の
び
ん

⇒

柿
色
の
コ
ン
テ
ナ

そ
の
他
の
び
ん

⇒

黄
色
の
コ
ン
テ
ナ

(

緑
色
・
黒
色
・
乳
白
色
等)

〇

異
質
の
ガ
ラ
ス
は
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

耐
熱
ガ
ラ
ス
や
蛍
光
管
、
電
球
、
板
ガ
ラ
ス
等
は

混
ざ
る
と
溶
け
た
ガ
ラ
ス
す
べ
て
が
使
い
も
の
に

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

〇

キ
ャ
ッ
プ
や
異
物
を
取
り
除
い
て
、
中
身
を
す
す

い
で
コ
ン
テ
ナ
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

〇

ビ
ー
ル
び
ん
や
一
升
び
ん
の
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん

と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
買
っ
た
お
店
に
引
き
取
っ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

〇

コ
ン
テ
ナ
回
収
場
所
に
他
の
ご
み
を
落
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ラ
ス
び
ん
を

出
す
時
の
お
願
い

ご

協
力お願いし

ま
す

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表
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長
野
と
く
は
る

選

か
つ
う
ら
柳
壇

絣
着
た
リ
ン
ゴ
娘
を
丸
か
じ
り

立
川

岩
本
よ
し
お

禁
酒
し
て
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
い
る

横
瀬

錦
内
常
一

こ
っ
そ
り
と
呉
れ
た
リ
ン
ゴ
が
し
ゃ
べ
り
出
し

棚
野

内
谷
凡
石

機
嫌
よ
く
妻
が
リ
ン
ゴ
の
唄
歌
う

中
山

山
下
ふ
さ
を

安
ら
ぎ
を
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
に
貰
う
朝

生
名

岩
本
敏
子

リ
ン
ゴ
の
唄
歌
え
ば
昭
和
蘇
る

横
瀬

日
下
美
里

わ
い
わ
い
と
篭
い
っ
ぱ
い
の
姫
リ
ン
ゴ

棚
野

島

つ
と
む

み
か
ん
箱
リ
ン
ゴ
に
替
わ
る
年
の
暮
れ

横
瀬

前
田
好
月

ペ
ン
友
と
み
か
ん
と
リ
ン
ゴ
の
交
換
便

横
瀬

関
東
紀
美

見
栄
え
よ
く
リ
ン
ゴ
も
添
え
た
娘
の
料
理

棚
野

穏
台

綾

リ
ン
ゴ
剥
ぐ
指
し
な
や
か
な
若
い
妻

久
国

美
馬
真
由

駆
け
て
く
る
リ
ン
ゴ
の
頬
っ
ぺ
抱
き
上
げ
る

横
瀬

桜
木
千
代

〈
評
〉
こ
の
句
は
リ
ン
ゴ
の
題
に
対
し
て
、

子
ど
も
の
赤
い
頬
っ
ぺ
に
置
き
換
え
、

し
か
も
「
駆
け
て
く
る
」「
頬
っ
ぺ
抱
き

上
げ
る
」
と
い
う
動
き
の
中
に
、
省
略

さ
れ
た
軽
妙
な
タ
ッ
チ
。
そ
し
て
深
い

愛
情
が
注
が
れ
た
秀
句
と
い
え
ま
す
。

胸
深
く
遠
い
昔
を
し
ま
い
込
み

横
瀬

関
東
紀
美

遠
花
火
ど
こ
か
で
祭
り
あ
る
ら
し
い

横
瀬

呑
口
精
一
郎

辛
か
っ
た
過
去
が
次
第
に
遠
ざ
か
る

立
川

前
田

千
恵

病
室
で
運
動
会
を
遠
く
聞
く

棚
野

内
谷
凡
石

遠
く
な
る
別
れ
の
駅
に
雪
が
降
る

中
山

倉
橋
加
辻

過
疎
進
む
古
里
が
ま
た
遠
く
な
る

横
瀬

中
田
万
里

遠
い
日
を
辿
れ
ば
い
つ
も
母
が
い
る

生
名

岩
本
敏
子

遠
い
友
家
族
写
真
の
年
賀
状

沼
江

梅
山
み
ず
ほ

遠
い
過
去
水
に
流
し
て
旅
に
出
る

棚
野

台

綾

あ
れ
こ
れ
と
遠
い
昔
を
語
り
合
う

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

南
海
に
青
春
捨
て
し
戦と

友も

偲
ぶ

与
川
内

武
田
裸
天

ま
ず
隣
遠
い
身
内
は
ま
ま
な
ら
ず

横
瀬

錦
内
常
一

縁
遠
し
出
雲
の
神
に
縋
ら
ね
ば

立
川

岩
本
よ
し
お

父
母
も
逝
き
ふ
る
里
の
山
遠
ざ
か
る

横
瀬

桜
木
千
代

〈
評
〉
ふ
る
里
を
離
れ
た
者
に
と
っ
て
、
ふ

る
里
は
一
生
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
も
肉
親
の
存
在
に
よ
っ
て
深
い
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
の
「
遠
ざ
か
る
」

は
旦
に
「
遠
く
な
る
」
で
は
な
く
、
作

者
の
心
の
中
に
父
母
へ
の
慕
情
が
残
さ

れ
て
い
る
。

浦
島
太
郎
の
よ
う
に
な
っ
て
る
里
帰
り

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

稼
勢
山
は
わ
た
し
好
み
の
勝
浦
富
士

沼
江

梅
山
み
ず
ほ

笑
う
事
少
な
い
老
い
の
聞
く
落
語

横
瀬

呑
口
精
一
郎

景
品
も
定
価
の
中
に
含
ま
れ
る

沼
江

駒
津
こ
つ
ゆ

世
は
進
み
み
か
ん
畑
で
電
話
す
る

横
瀬

前
田
好
月

手
を
く
ん
だ
鬼
に
も
豆
は
ぶ
っ
つ
け
る

棚
野

田
中
思
葦

押
売
り
が
来
て
も
尾
を
振
る
う
ち
の
犬

立
川

堀

梅
子

成
人
式
振
り
袖
の
孫
か
が
や
い
て

立
川

前
田
千
恵

母
見
れ
ば
吾
押
し
退
け
て
孫
走
る

棚
野

島

つ
と
む

催
眠
商
法
そ
の
神
技
に
皆
し
び
れ

棚
野

殿
川
早
苗

旧
姓
で
呼
ば
れ
て
ち
ょ
っ
と
血
が
さ
わ
ぐ

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

履
き
慣
れ
た
靴
は
誘
わ
れ
上
手
で
す

棚
野

田
中
思
葦

幸
せ
な
色
に
塗
り
た
い
新
世
紀

横
瀬

日
下
克
子

新
聞
に
包
ん
で
貰
う
つ
る
し
柿

立
川

堀

梅
子

医
者
嫌
い
だ
か
ら
病
気
を
せ
ず
に
い
る

中
山

倉
橋
加
辻

蒼
空
に
と
け
行
く
蝶
の
ラ
ブ
コ
ー
ル

与
川
内

武
田
裸
天

辛
い
こ
と
分
か
ら
な
い
な
ら
惚
け
も
よ
い

棚
野

殿
川
早
苗

も
う
少
し
付
き
合
い
頼
む
お
と
し
蓋

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

厚
切
り
の
大
根
う
ま
い
コ
ッ
プ
酒

久
国

美
馬
真
由

母
さ
ん
の
味
を
探
し
に
来
た
屋
台

横
瀬

中
田
万
里

負
け
て
や
る
ゆ
と
り
ま
だ
あ
る
腕
相
撲

中
山

山
下
ふ
さ
を

〈
評
〉
教
育
の
見
直
し
が
、
政
治
の
根
幹
と
な

る
時
代
背
景
は
、
核
家
族
と
言
う
人
間

関
係
を
、
お
ろ
そ
か
に
し
た
結
果
で
は

あ
る
ま
い
か
。
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
思
い
う
か
べ
る
。
Ｉ

Ｔ
時
代
で
は
年
寄
り
は
も
う
既
に
孫
た

ち
に
勝
て
る
ゆ
と
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

題

「
リ
ン
ゴ
」

題

「
遠

い
」

雑

詠

秀

句

秀

句

秀

句

次
回
作
品
募
集

四
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香

月

五
月
五
日
締
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ
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図書館だより

・
魂

柳

美
里

・
妖

精

愛

谷
村
志
穂

・
玉

蘭

桐
野
夏
生

・
早
春
の
少
年

栗
本

薫

・
ウ
エ
ハ
ー
ス
の
椅
子

江
國
香
織

・
海
を
奪
る

二
宮
隆
雄

・
人
生
の
賞
味
期
限

藤
本
義
一

・
Ｑ
ち
ゃ
ん
金
メ
ダ
ル
を
あ
り
が
と
う

小
出
義
雄

・
御
書
物
同
心
日
記

秘
画

出
久
根
達
郎

・
姫

椿

浅
田
次
郎

・
敵

討

村

昭

・
チ
ー
ズ
は
ど
こ
へ
消
え
た

ス
ペ
ン
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

・

才
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門

丹
羽
信
夫

・
Ｚ
式
マ
ス
タ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

浅
丘
直
希

・
エ
ク
セ
ル
超
活
用
入
門

ア
ス
キ
ー

・
ワ
ー
ド
＆
一
太
郎
超
活
用
入
門

ア
ス
キ
ー

新
着
図
書
の
一
部
紹
介

二
月
二
十
日
、
横
瀬
小
学
校
二

年
生
二
十
七
名
が
図
書
館
の
利
用

方
法
と
郷
土
資
料
室
の
見
学
の
為

図
書
館
に
来
館
さ
れ
ま
し
た
。
初

め
て
自
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
作
り
、

自
分
の
好
き
な
本
・

ビ
デ
オ
を
借
り
る

児
童
も
い
ま
し
た
。

図
書
館
見
学
に
来
館

横
瀬
小
二
年

岩
さ

み
さ

図
書
か
ん
に
行
っ
た
こ
と

二
月
二
十
日
に
バ
ス
で
図
書
か
ん
に

行
き
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
に
図
書
の

人
が
図
書
か
ん
の
つ
か
い
方
を
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
図
書

か
ん
に
よ
く
い
く
け
ど
知
ら
な
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
つ
ぎ

に
、
二
か
い
の
き
ょ
う
ど
し
り
ょ
う

て
ん
じ
し
つ
に
行
き
ま
し
た
。
化
石

や
む
か
し
の
お
金
が
あ
っ
て
百
円
さ

つ
を
見
て
わ
た
し
は
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
す
ご
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ま

た
下
に
下
り
て
い
っ
て
本
を
か
り
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
二
さ
つ
か
り
ま

し
た
。｢

金
田
一
少
年
の
事
件
ぼ｣

と

「
コ
ナ
ン
」
を
か
り
ま
し
た
。
図
書

か
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
事
が
わ
か
っ
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
楽
し

い
見
学
で
し
た
。

横
瀬
小
二
年

山
野

ひ
ろ
き

図
書
か
ん
で
は
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
図
書
か
ん

の
二
か
い
は
と
て
も
り
っ
ぱ
で
し

た
。
「
ま
ぼ
ろ
し
の
へ
び
」
と
言

わ
れ
て
い
た
ツ
チ
ノ
コ
を
見
た
り
、

昔
の
も
の
を
見
た
り
し
ま
し
た
。

何
か
の
化
石
や
古
い
人
の
ま
き
も

の
だ
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

見
て
ぼ
く
は
「
こ
の
図
書
か
ん
の

二
か
い
は
大
さ
か
の
は
く
ぶ
つ
か

ん
と
は
ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
う
け
ど
こ

こ
も
す
ご
い
な
あ
」
と
思
い
ま
し

た
。
何
よ
り
も
一
番
い
い
の
は
本

と
ビ
デ
オ
と
Ｃ
Ｄ
が
か
り
ら
れ
ま

す
。
ア
ニ
メ
の
本
や
図
か
ん
、
ド

ラ
マ
や
映
画
の
ビ
デ
オ
と
か
す
べ

て
そ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。
す
ご
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
三
月
六
日
に

図
書
か
ん
へ
い
っ
て
本
を
か
り
ま

す
。
カ
ー
ド
も
作
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

行

事

子
ど
も
映
画
会

七
日

午
後
二
時
～

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

内
容
は
、
お
た
の
し
み
に
!

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
二
日

午
後
二
時
～

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
予
定
日

四
日
・
十
一
日
・
十
八
日
・
二
十
五
日

○
は
休
館
日
で
す
。
図
書
館
が
し
ま
っ

て
い
る
時
の
返
却
本
は
玄
関
前
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い

休
館
日

４ 月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

四
月
に
小
学
一
年
生
に

な
ら
れ
る
み
な
さ
ん
へ
!!

一
年
生
に
な
っ
た
ら
、
図

書
館
の
受
付
で
図
書
利
用
カ
ー

ド
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の

図
書
利
用
カ
ー
ド
を
使
っ
て
、
本
・
ビ

デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
を
借
り
て
み
ま
せ
ん
か
。

ビデオの紹介
アンパンマン・ドラエモン・

セーラームーンのビデオが入ったよ

（土）

（日）
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「
い
じ
め
、
い
じ
め
っ
て
言
う
け
れ

ど
、
は
っ
き
り
言
っ
て
い
じ
め
ら
れ
る

方
に
問
題
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」

最
近
、
い
じ
め
や
差
別
と
い
っ
た
人

権
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
中
で
、
必

ず
と
い
っ
て
い
い
程
聞
こ
え
て
く
る
こ

ん
な
言
葉
。
以
前
は
僕
も
、
同
感
だ
と

思
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
。
学
校
で
、
部

落
差
別
問
題
を
学
ぶ
度
に
『
寝
た
子
を

起
こ
す
な
』
主
義
的
考
え
方
に
同
調
し

て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
頃
は
、
い
じ
め
る
側

に
も
い
じ
め
ら
れ
る
側
に
も
何
か
理
由

が
あ
っ
た
に
せ
よ
、
一
番
問
題
な
の
は

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
第
三
者
な
の
だ

と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

も
と
も
と
人
間
は
、
他
人
に
対
し
て

優
越
意
識
を
持
ち
た
が
る
動
物
で
あ
る
。

見
栄
も
含
め
て
、
ど
こ
か
で
人
よ
り
ま

さ
っ
て
い
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
る
こ

と
は
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い
。
そ
れ
は
大
人

も
子
ど
も
も
同
じ
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
と
、
他
人
の
人

権
を
無
視
し
た
り
、
思
い
や
り
の
心
を

忘
れ
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
問
題
で
あ

る
。
仮
り
に
差
別
や
い
じ
め
が
発
生
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
時
こ
そ
知
性
や
や

さ
し
さ
と
い
う
も
の
が
発
揮
さ
れ
る
べ

き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
ん
な
風
に
僕
が
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
小
さ
な
一
人
旅
が
き
っ
か
け

だ
っ
た
。
旅
と
い
っ
て
も
、
自
転
車
に

テ
ン
ト
や
寝
袋
や
食
料
を
、
積
め
る
だ

け
積
ん
で
一
日
平
均
六
十
キ
ロ
程
度
を

走
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
す
ぎ
な
い
。
ご

み
ご
み
し
た
街
の
空
気
が
い
や
で
、
自

然
を
求
め
て
脱
出
し
よ
う
と
、
ほ
ん
の

気
ま
ぐ
れ
で
出
か
け
た
の
だ
が
、
な
ん

と
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
も
の
は
人
の
や

さ
し
さ
だ
っ
た
。

例
え
ば
、
日
頃
乱
暴
そ
う
に
走
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や

ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
。
危
険
な
ど
こ
ろ
か
荷

物
を
積
ん
で
、
も
た
も
た
と
走
る
僕
の

自
転
車
を
見
つ
け
る
と
、
わ
ざ
わ
ざ
走

り
や
す
い
よ
う
に
避
け
て
く
れ
た
。
ま

た
、
木
陰
で
休
ん
で
い
る
時
も
通
り
す

が
り
の
人
が
飲
み
も
の
や
お
菓
子
を
く

れ
た
り
、
声
を
か
け
た
り
し
て
く
れ
た
。

つ
ま
り
、
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ

行
く
の
か
わ
か
ら
な
い
見
知
ら
ぬ
人
間

に
人
は
や
さ
し
く
し
て
く
れ
る
と
い
う

こ
と
だ
。
こ
れ
は
僕
に
と
っ
て
、
実
に

意
外
な
発
見
だ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
日

常
生
活
の
雑
踏
の
中
で
、
毎
日
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
追
わ
れ
な
が
ら
暮
ら
し
て

い
る
と
、
人
の
や
さ
し
さ
に
触
れ
る
機

会
が
少
な
い
か
ら
だ
。
他
人
の
人
格
な

ん
て
ど
う
で
も
よ
く
な
っ
て
、
と
に
か

く
自
分
の
こ
と
だ
け
で
精
一
杯
に
な
っ

て
い
る
人
間
が
多
い
の
だ
か
ら
。
そ
の

上
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
自
己
嫌
悪
に
陥
っ
て
い
る
の

か
、
他
人
を
中
傷
し
た
り
い
じ
め
た
り

す
る
こ
と
で
し
か
自
分
の
存
在
を
確
か

め
ら
れ
な
い
人
た
ち
が
増
え
て
い
る
の

は
情
け
な
い
。

し
か
し
、
一
人
旅
を
す
る
よ
う
に
な
っ

て
、『
人
間
は
本
当
は
、
一
人
ひ
と
り
は

と
て
も
や
さ
し
い
の
で
は
な
い
か
。』

と
、
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
心
の
底
で

は
、
人
に
や
さ
し
く
し
た
り
や
さ
し
く

さ
れ
た
り
し
た
い
の
で
は
な
い
か
と
。

人
間
は
、
生
ま
れ
て
く
る
と
き
は
何

も
知
ら
な
い
。
ま
さ
に
純
粋
そ
の
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
集
団
の
中
で
育
つ

う
ち
に
様
々
な
形
の
差
別
や
偏
見
が
生

じ
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
も
し
か
し
た
ら
職

場
や
学
校
や
家
族
と
離
れ
て
、
た
っ
た

一
人
で
自
分
を
見
つ
め
直
し
て
み
る
と

思
い
や
り
の
あ
る
平
等
な
自
分
が
居
る

こ
と
に
気
付
く
か
も
し
れ
な
い

そ

う
期
待
し
た
。
見
知
ら
ぬ
僕
に
親
切
に

し
て
く
れ
た
人
が
、
他
方
で
誰
か
を
傷

つ
け
て
い
る
な
ん
て
考
え
た
く
な
い
。

花
を
愛
し
、
動
物
を
か
わ
い
が
っ
て
い

る
人
が
、
人
間
を
差
別
し
て
い
る
な
ん

て
考
え
た
く
な
い
。

僕
は
、
世
の
中
す
べ
て
上
下
関
係
で

成
り
立
っ
て
い
て
、
い
つ
に
な
っ
て
も

差
別
は
な
く
な
ら
な
い
と
あ
き
ら
め
て

い
る
大
人
た
ち
に
育
て
ら
れ
る
子
ど
も

た
ち
こ
そ
、
第
二
の
被
害
者
だ
と
思
う
。

今
日
、
人
類
は
、
病
気
に
対
し
て
も

文
明
に
対
し
て
も
め
ま
ぐ
る
し
い
進
歩

を
遂
げ
て
き
た
。
今
度
は
心
の
進
歩
を

め
ざ
す
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
僕
た

ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
に
は
、
自
分
た

ち
の
子
ど
も
に
進
歩
し
た
心
で
接
し
た

い
。そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
人
権
に
対
す

る
正
し
い
知
識
と
理
解
が
必
要
だ
。
他

人
を
ひ
ぼ
う
、
中
傷
し
な
け
れ
ば
優
越

感
を
得
ら
れ
な
い
自
分
を
恥
ず
か
し
い

と
思
う
教
養
が
必
要
だ
。『
寝
た
子
を
起

こ
す
な
』
主
義
的
考
え
方
を
改
め
、
人

間
本
来
の
や
さ
し
さ
を
も
っ
と
素
直
に

出
す
術
を
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

だ
っ
て
、
人
に
や
さ
し
く
さ
れ
た
僕

は
、
人
に
や
さ
し
く
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
。『
人
権
を
大
切

に

』
な
ど
と
叫
ば
な
く
て
も
よ
い
時

代
が
、
い
つ
か
く
る
と
信
じ
た
い
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

心の進歩をめざして
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○

歩
行
者
・
自
転
車
事
故
の
多
く
は
、
自

宅
近
く
の
通
り
な
れ
た
道
路
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
自
宅
周
辺
の

交
通
危
険
個
所
を
確
認
し
、
家
族
み
ん

な
で
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

○

子
ど
も
は
、
遊
び
に
夢
中
に
な
る
と
周

囲
の
こ
と
が
目
に
入
ら
ず
思
わ
ぬ
事
故

に
遭
い
ま
す
。
子
ど
も
が
外
出
す
る
時

に
は
、
「
気
を
つ
け
て
」
と
声
を
か
け

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

○

そ
の
愛
の
一
言
が
、
子
ど
も
の
事
故
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○

ま
た
、
運
転
者
の
方
は
、
道
路
で
遊
ん

で
い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
、
手
前

で
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
十
分
な
間
隔
を

あ
け
て
通
行
す
る
な
ど
、
思
い
や
り
の

あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

○

昨
年
の
交
通
事
故
死
者
七
十
三
人
中
二

十
人
が
歩
行
者
で
、
そ
の
う
ち
十
七
人

が
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
交
通
安

全
三
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

☆
正
し
い
通
行
の
励
行

（
歩
道
通
行
・
路
側
帯
通
行
）

☆
横
断
時
の
右
・

左
の
安
全
確
認

☆
明
る
い
服
装
、

反
射
材
の
着
用

○

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

積
極
的
に
高
齢
運
転
者
標
識
（
紅
葉
マ
ー

ク
）
の
表
示
に
努
め
、
他
の
ド
ラ
イ
バ
ー

は
、
そ
の
標
識
を
付
け
た
車
に
対
す
る

「
幅
寄
せ
、
割
り
込
み
」
な
ど
は
せ
ず
、

譲
り
合
い
、
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を

し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

け
ん
銃
に
関
す
る
情
報
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

け
ん
銃
に
対
す
る
厳
し

い
規
制
が
、
日
本
の
安
全

な
社
会
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
近
は
、

け
ん
銃
を
使
用
し
た
凶
悪

な
事
件
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
暴
力
団
以
外

の
者
か
ら
の
押
収
が
増
加

し
て
お
り
、
け
ん
銃
が
一

般
社
会
に
拡
散
し
て
い
ま

す
。安

心
し
て
生
活
で
き
る

社
会
を
守
る
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 け

ん
銃
の
な
い
安
全
な
社
会
を
め
ざ
し
て

こ
の
よ
う
な
場
合
は

け
ん
銃
一
一
〇
番
（
〇
八
八
―
六
五
三
―
四
四
四
四
）

又
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
・
交
番
・
駐
在
所
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○

け
ん
銃
を
持
っ
て
い
る
人
を
知
っ
て
い
る
。

○

け
ん
銃
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。

○
け
ん
銃
を
持
っ
て
い
る
が
処
分
に
困
っ
て
い
る
。

駐在所
だより
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こ ん な と き 届け出に必要なもの

国
保
に
は
い
る
と
き

他の市区町村から転入してきたとき。 印かん、他の市区町村の転出証明書。

職場の健康保険をやめたとき。 印かん、職場の健康保険をやめた証明書。

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき。 印かん、被扶養者ではない理由の証明書。

子どもが生まれたとき。 印かん、保険証、母子健康手帳。

生活保護を受けなくなったとき。 印かん、保護廃止決定通知書。

外国人がはいるとき。 外国人登録証明書。

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市区町村に転出するとき。 印かん、保険証。

職場の健康保険にはいったとき。 印かん、国保と職場の健康保険の両方の保険証（後
者が未交付のときは加入したことを証明するもの）。職場の健康保険の被扶養者になったとき。

国保の被保険者が死亡したとき。 印かん、保険証、死亡を証明するもの。

生活保護を受けるようになったとき。 印かん、保険証、保護開始決定通知書。

外国人がやめるとき。 保険証、外国人登録証明書。

そ

の

他

退職者医療制度の対象となったとき。 印かん、保険証、年金証書。

同じ市区町村内で住所が変わったとき。
印かん、保険証。

世帯主や氏名が変わったとき。

世帯が分かれたり、いっしょになったとき。

出かせぎや、長期の旅行に行くとき。

修学のため、別に住所を定めるとき。 印かん、保険証、在学証明書。

保険証をなくしたとき（あるいは汚れ
て使えなくなったとき）。

印かん、身分を証明するもの（使えなくなった
保険証など）。

四
月
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者
証
で
な
け
れ
ば
病
院
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
だ
更
新
を
さ
れ
て
な
い
方
は
、
早
急
に
勝
浦
町
税
務
課
で
更
新
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

こんなときは国保の届け出を
～必ず14日以内に役場受付窓口へ届け出ましょう～

国保税は、被保険者となった月から課税されます。
「加入の手続きをしたとき」ではありません。

被保険者となる月とは、職場の健康保険をやめたとき、あるいは他の市区町村

から転入して住み始めたとき。

保険料(税)はきちんと納めましょう。
保険料(税)は、国民健康保険の大切な財源です。

保険料(税)を納めない人がいますと、国民健康保険

事業の運営に支障をきたすことにもなりますので、
一人ひとりがきちんと保険料（税）を納めましょう。

保険料（税）を滞納すると次のような措置がとられます。
１．有効期間の短い保険証が交付される。

２．医療費がいったん全額自己負担になる。など
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左から 尾田 新
しん

星
せい

くん 溝内 慎
しん

くん 山口 真
ま

奈
な

ちゃん
１歳４か月 ９か月 11か月

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

10 火
沼江愛育班総会、健康相談 ９:30～11:00

沼江コミュニ
ティセンター 沼 江 区 民 健 康 手 帳

石原愛育班総会、健康相談 13:30～15:00 石原 集 会所 石 原 区 民 健 康 手 帳

11 水
山田・西岡愛育班総会、健康相談 ９:30～11:00 山西 集 会所 山 西 区 民 健 康 手 帳

掛谷愛育班総会、健康相談 13:30～15:00 掛谷 集 会所 掛 谷 区 民 健 康 手 帳

12 木
中山愛育班総会、健康相談 ９:30～11:00 中山 集 会所 中 山 区 民 健 康 手 帳

久国愛育班総会、健康相談 13:30～15:00 久国 集 会所 久 国 区 民 健 康 手 帳

16 月 横瀬愛育班総会、健康相談 ９:30～11:00 横瀬 集 会所 横 瀬 区 民 健 康 手 帳

17 火
黒岩愛育班総会、健康相談 ９:30～11:00 勝 浦 会 館 黒 岩 区 民 健 康 手 帳

生名愛育班総会、健康相談 13:30～15:00 生名センター 生 名 区 民 健 康 手 帳

18 水 棚野愛育班総会、健康相談 13:30～15:00 棚野 集 会所 棚 野 区 民 健 康 手 帳

19 木 星谷愛育班総会、健康相談 ９:30～11:00 星谷 集 会所 星 谷 区 民 健 康 手 帳

20 金
離 乳 食 講 習 会 13:00～13:45 農村環境改善

セ ン タ ー

平成12年７月１日～平成
13年２月28日までに生ま
れた子

母子健康手帳
乳 児 健 康 診 査 13:45～15:00

23 月
坂本母子愛育班総会、健康相談 ９:30～11:00 坂本 集 会所 坂 本 区 民 健 康 手 帳

中角愛育班総会、健康相談 13:30～15:00 中角 集 会所 中 角 区 民 健 康 手 帳

24 火
与川内愛育班総会、健康相談 ９:30～11:00 与川内消防詰所２階 与川 内 区民 健 康 手 帳

今山母子愛育班総会、健康相談 13:30～15:00 今山ふれあい交流館 今 山 区 民 健 康 手 帳

４月の保健行事 〈お問い合わせ先 福祉課保健婦へ 2-1502〉

今
日
、
私
た
ち
の
食
生
活
は
大
変
豊
か
に
な
り

ま
し
た
が
、
一
方
で
は
不
規
則
な
食
生
活
や
、
運

動
不
足
等
、
健
康
上
様
々
な
問
題
が
生
じ
て
い
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
勝
浦
町
で
は
、
食
生

活
改
善
推
進
員
組
織
を
結
成
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
共
に
学
び
、
共
に
育
と
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
平

成
十
三
年
度
も
次
の
と
お
り
食
生
活
改
善
推
進
員

を
募
集
し
ま
す
。
食
生
活
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

主
な
活
動

①
研
修
会
…
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
の

基
礎
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

②
料
理
教
室
…
栄
養
士
の
指
導
の
も
と
調
理
実

習
を
行
い
、
実
践
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

募
集
人
員
…
約
二
十
名

会

費
…
年
間
千
円

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
四
月
二
十
日

健康は

食から

みんなの健康

ま
で

に
福
祉
課
保
健
婦
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(

二
―
一
五
〇
二)

平
成
十
三
年
度

食
生
活
改
善

推
進
員
を
募
集
し
ま
す

（１）（２）（３）

（金）
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保 健 婦 だ よ り

お手持ちのパンフレット、予防接種説明書、予防接種ガイドブック、予防接種券等

を確認の上、定期予防接種内に受けましょう。

※任意接種となった場合は、次の料金が自己負担となります。

（日本脳炎 5,000円、麻しん及び風しん 6,000円、百日咳・ジフテリア・破傷風

（３種混合）5,000円となりますので、医療機関窓口へ直接支払ってください。いず

れも１回につき）

※接種を受ける場合は予約が必要ですので、あらかじめ医療機関へお申し込みください。

お問い合わせは 勝浦町福祉課保健婦へ ２－1502

病病気気ににななるる前前にに予予防防接接種種をを！！！！
日本脳炎、麻しん、風しん、百日咳・ジフテリア・

破傷風（３種混合）予防接種を町内医療機関において

下記のとおり実施します。

体
調
の
よ
い
時
に

受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
!

日 本 脳 炎 麻 し ん 風 し ん 百日咳・ジフテリア
破 傷 風

病 状

日本脳炎に感染している
ブタから人へコガタアカイ

エ蚊が介し、発病させる。
潜伏期間は７日～10日。

高熱・頭痛・意識障害・
けいれんなどを主調とし、
重症化する。

麻しんウイルスの飛ま
つ感染によっておこる病

気で、発熱、発しんを主
症状とし、合併症として
気管支炎や中耳炎、脳炎
などをおこすことがあり
ます。

風しんウイルスの飛ま
つ感染でおこり、発しん、

発熱などを主症状とし、
３日位で治りますが、合
併症を伴うと重症化する
ことがあります。

百日咳、ジフテリアは
飛まつ感染でおこり、破

傷風は傷口から菌が体内
へ入りおこる病気で、重
症化することがあります。

対象年齢
（定期接種）

１期初回 生後６～90月未満
２回接種

１期追加 生後６～90月未満
（１期初回終了後おおむね１年おく）

１回接種
２期 ９～13歳未満

１回接種
３期 14・15歳

１回接種

１回接種

生後12～90月未満

※風しんの予防接種を
受ける前に接種

１回接種
・生後12～90月未満
・中学生について行う風

しん予防接種は、平成
７年４月１日～平成15
年９月30日までの間
（昭和54年４月２日～
昭和62年10月１日まで
の間に生れた12歳以上
16歳未満の者）

１期初回…３回接種
生後３月～90月未満

１期追加…１回接種
生後３月～90月未満

１期初回接種３回終了

後６ヶ月以上の間隔を

おいて接種

料 金 １回接種につき500円
（医療機関窓口へ支払ってください。）

2,000円
（医療機関窓口へ支払ってください。） 無 料

委託期間 平成13年５月１日～
平成13年７月末日 平成13年４月１日～平成13年６月末日及び平成13年９月１日～平成14年１月末日

医療機関 赤 岩 医 院 ･ 山 西 医 院 ･ 勝 浦 病 院

( )
( )



勝浦会館から

２
月
16
日
～
３
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
三
溪
字
上
川
原

石
木
和
幸

（
宮
城
県
仙
台
市

澁
谷
素
子

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

五
見

光

長
男

大
字
棚
野

）

字
仮
家

美
華

昇た
か

明あ
き

藤

木

紘

史

長
女

大
字
沼
江

）

字
平
間

千
恵

綾
り
ょ
う

香か

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
兀
山

尾
田
浩
朗（

歳
）

大
字
生
名
字
神
ノ
木

山
本
タ
カ
コ（

歳
）

大
字
生
名
字
野
口

小
西
英
代（

歳
）

大
字
三
溪
字
川
原

山
口

登（

歳
）

大
字
三
溪
字
三
月
田

倉
橋
正
人（

歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

２
月
16
日
～
３
月
15
日

倉
橋
勝
次
さ
ん
（
中
山
）

坂
口
貞
雄
さ
ん
（
星
谷
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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戸

籍

の

窓

４月２日 山 西 医 院 ２－３０２７

４月４日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月６日 湯 浅 医 院 ２－２００３

４月８日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月10日 赤 岩 医 院 ２－２００６

４月12日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月14日 上勝町診療所 ４－５０１０

４月16日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月18日 山 西 医 院 ２－３０２７

４月20日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月22日 湯 浅 医 院 ２－２００３

４月24日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月26日 赤 岩 医 院 ２－２００６

４月28日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

４月30日 上勝町診療所 ４－５０１０

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

交通事故相談日

日 時 ４月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853 -2- 2030

相談員 川 田 武 志
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088-621-3200

※お気軽にご相談ください。

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 ４月６日

４月13日

４月20日

４月27日

● 時間

午前10時～午後３時

● 内容

人権･行政･厚生･福祉

● 場所

住民福祉センター１階相談室

平日でも受付しており

ますので、お気軽にお

問い合わせください。

（ ２－4652）

４ 月

平成13年度

人権教育推進市町村
事業交流講座の申込
今年度も引き続き、下記の講座を開

催します。

当講座は、勝浦会館において当地域と

近隣地域の方々が、それぞれの講座の

中で勉強とともに共通の趣味を通して、

お互いが触れ合いながら親睦・交流を

深め、人権問題に対する理解と認識を

高めていくことを目的としています。

この趣旨をご理解いただき、多数の

ご参加をお願いします。

＊申 込 先 勝浦会館
（申込み用紙は、会館にあります。）

＊開 講 ５月から

＊予定講座 大正琴、陶芸、踊り、

習字、生け花、歌謡

〇参加者が少なかったり、講師の都

合で開講できない場合もあります

ので、お含みください。

〇引き続いて受講される方も、新年

度にあたり申し込んでください。

〇生け花教室は花材料代がいります。

申し込み時におたずねください。

（水）

（金）

（金）

（金）

（金）

2192417552




